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【はじめに】単電子デバイスを基本とする単電子振動子回路はノード電位が電子トン

ネルで緩和振動をする。我々は以前、2個の振動子を結合容量で結合された 2振動子

系回路の振舞いを報告した。更に、２つの 2振動子系、つまり 4個の振動子からなる

単電子回路について、その複雑かつ興味深いダイナミクスを調べた。今回、4振動子

系回路の振動アトラクタとノード電位の初期状態の依存性について述べる。 

【回路構成】この振動子系を図１に示す。基本要素はトンネル接合 Cj と高抵抗から

なる単電子振動子である。隣接振動子のノードを容量 C で結合し、かつ電源電圧を

逆極性とする。ある振動子のノード電位が電子トンネルのために変化すると、それが

結合容量を介して隣接振動子のトンネルを誘発し、同時に対角振動子のトンネルを抑

制する。この振動子系は多周期振動を示す。 

【動作解析】この回路の動作を解析するために、回路の安定状態を示すアトラクタ軌

跡を描いた。図３(a)と(b)に示す。アトラクタ軌跡はノード電位の初期状態によって

異なる。つまり、アトラクタを構成する線分数が初期状態に依存する。図２はノード

１とノード２の初期状態(V1と V2)とアトラクタ軌跡の関係を示す。アトラクタ 3(b)

は図２の網掛け領域の初期状態を用いた際に得られるアトラクタである。また図

3(a)はその他の領域のアトラクタを示す。 
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図２．初期状態とアトラクタの
　依存関係
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図３．　振動のアトラクタ
(a)網掛け領域のアトラクタ (b)その他の領域のアトラクタ


